
小山市における有機農業の推進
―コウノトリの野生復帰からオーガニック給食へー

小山市長 浅 野 正 富
2025.10.31 Organic Industry Forum in KISARAZU

オーガニックビレッジ自治体リレートーク

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・みなさま、こんにちは。　栃木県小山市長の浅野正富です。本日はこのような機会をいただき、誠にありがとうございます。

・小山市は2023年3月オーガニックビレッジ宣言を行っていますが、本日は、渡良瀬遊水地でのコウノトリ野生復帰のために２０１２年に始まった小山市の有機農業の取組について、現在ではオーガニックビレッジ宣言のもと学校給食の有機化＝オーガニック給食を大きな柱にして推進している状況を、「小山市における有機農業の推進　ーコウノトリの野生復帰からオーガニック給食へー」のテーマでお話しさせて頂きます。



小山市の紹介

【耕地面積】7,690ha
田：5,760ha・畑：1,930ha

【地形】
ほとんど起伏がなく、平坦な地形

【自然環境】
コウノトリが定着・繁殖したラム

サール条約湿地「渡良瀬遊水地」等

2025年9月1日現在

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・小山市は、関東平野の中心にある、人口 約16万６千人の栃木県第２の都市です。

・市の中心部を流れる思川、東側を流れる鬼怒川、両河川の周辺に広がる水田地帯とその間にある台地上の畑地と市街地により構成された地方都市です。耕地面積は７，６９０haです。　　	

・この思川の流れつく先、小山市の南西端・生井地区に、渡良瀬遊水地があり、コウノトリが２０１８年から定着し、２０２０年から６年連続で繁殖しています。

・渡良瀬遊水地は、栃木・茨城・群馬・埼玉４県にまたがる3,300haの国内最大の遊水地であり、ヨシ原を中心とする低層湿原で、2012年７月、ラムサール条約湿地に登録されました。



コウノトリも棲める渡良瀬遊水地を
将来像に掲げた、市民活動が展開

2012.7 円山川下流域・周辺水田（豊岡市）等
と共にラムサール条約湿地登録

渡良瀬遊水地のラムサール条約湿地登録

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・渡良瀬遊水地では、ラムサール条約登録以前から市民活動が展開され、1990年に発足した渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会は左の絵の渡良瀬遊水地のエコミュージアム化を提案しました。2001年発足したわたらせ未来基金は、渡良瀬遊水地に国の天然記念物で当時野性絶滅していたコウノトリが将来棲める環境づくりを目指して団体のシンボルマークをコウノトリの幼鳥にしています。
　
・そして、私は2006年に発足した渡良瀬遊水池をラムサール条約登録地にする会の事務局を担当して、渡良瀬遊水地のラムサール条約湿地に登録するための署名活動を2007年にかけて行いました。その後もラムサール条約湿地登録推進と普及啓発活動を続け、2008年には右の写真の日本野鳥の会会長でコウノトリファンクラブ会長であった柳生博さんや、2010年には2005年にコウノトリの放鳥に成功した兵庫県豊岡市の中貝前市長を招いて条約湿地登録推進や登録後のコウノトリ野生復帰をめざすシンポジウムを行いました。

・そのような取組を経て、2012年7月、渡良瀬遊水地は、コウノトリの野生復帰が実現した兵庫県豊岡市の円山川下流域・周辺水田ほか７か所の国内湿地とともにラムサール条約湿地に登録されました。




ラムサール条約湿地登録後の取組

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・渡良瀬遊水地がラムサール条約湿地に登録され、条約の３つの理念である　①湿地の保全　②賢明な利用＝ワイズユース　③CEPA（広報や教育）に基づく、様々な取組が本格的にスタートしました。

・（上段　左から）「ヨシ焼き」　　約1,500ha広がるヨシ原全面を焼き払う春の訪れを告げる季節の風物詩
「ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦」　市民、企業、団体が集まりこれまでに４０回以上外来種のヤナギ・セイタカアワダチソウを除去
「おさかなワイワイ大作戦」　　親子連れを中心に、網で魚を捕っての外来魚除去活動
（中段　左から）「ふゆみずたんぼ」　冬に水を張る有機稲作
「ヨシ灯り」　　渡良瀬遊水地に生えるヨシを使ってシェードランプスタンド等を制作して夜間に展示するイベント
（下段　左から）「生井っ子」　　減農薬・減化学肥料の特別栽培米
「渡良瀬遊水地コウノトリ交流館」　　情報発信・交流の拠点として２０１９年に開館
「エコツーリズムガイド協会によるガイド」　　市内全小学３年生の遊水地見学でのガイドをはじめとするガイド活動





【2012年から取組開始】
 無農薬
 無化学肥料
 冬期湛水

の有機栽培米

2025年度

7.5 ha
2025年度

27 ha

ふゆみずんたんぼ 生井っ子

【2004年から取組開始】
 農薬５割低減
 化学肥料５割低減

の特別栽培米

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・ラムサール条約３つの理念に即した各種取り組みの中で、ふゆみずたんぼや生井っ子は、地域振興につながる経済活動であるとともに将来の渡良瀬遊水地でのコウノトリの定着繁殖に必要な生き物を増やす取り組みとして行われてきました。

・ふゆみずたんぼ
　無農薬・無化学肥料に加えて、冬季湛水することで冬場の水鳥の餌場創出とともに雑草防除に有効なふゆみずたんぼに取り組んでいます。５年前に亡くなった、民間稲作研究所の稲葉光國氏の指導の下で２０１２年に始まりました。取組開始直後から白鳥が飛来しました。
　今年度は　面積　7.5 ha　　件数　9　　

・生井っ子　　
　渡良瀬遊水地に隣接する、生井地区のコシヒカリブランドです。減農薬・減化学肥料で栽培されていますラムサール条約登録前の2004年から始まりました。
　　今年度は　面積　27 ha　　件数　18　





2019年8月
なつみずたんぼに飛来した４羽のコウノトリ

2025年度

71 ha

なつみずたんぼ

 夏期に田植えをせず
水張りする取組

 取組実施中は除草剤
は使用しない

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・なつみずたんぼ
　さらに2015年からは、将来のコウノトリのの定着・繁殖のためになつみずたんぼを開始しました。渡良瀬遊水地周辺の水田において、6月の麦の刈り取り後に田植えをせず水張りをするもので、渡りをするシギチドリ類の休憩地、採餌地にもなり、連作障害解消の効果もあります。
　今年度は　面積　71 ha　　件数　50
　
・ふゆみずたんぼ、生井っ子、なつみずたんぼの取組によって、アオサギ、ダイサギ、チュウサギ、コサギなどのサギ類やシギ・チドリ類が水田の中にいるのが日常の光景となってきました。

・2013年に国の天然記念物であるコウノトリが、数十年ぶりに渡良瀬遊水地に飛来して、その後、年々目撃情報が増え、2019年には、なつみずたんぼに４羽のコウノトリの飛来が目撃されました。






６年連続 計１４羽のヒナが巣立つ

撮影：NPO法人
わたらせ未来基金
青木 章彦 氏

渡良瀬遊水地におけるコウノトリの定着・繁殖

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート

・千葉県野田市で放鳥されて2018年からたびたび飛来していたコウノトリのオス「ひかる」が2019年2月に渡良瀬遊水地内で人工巣塔が設置された翌日から巣材を運びこむようになり、渡良瀬遊水地に定着するようになりました。

・そして、2020年に徳島・鳴門市の野外で生まれたメス「歌」とペアになり2羽のヒナが生まれ、野生絶滅以降、東日本で初めての野外繁殖が実現しました。

・残念ながら、その秋に「歌」は足のケガがもとでなくなりましたが、「ひかる」は翌年には野田市生まれの「レイ」とペアになって毎年ヒナが生まれ、2020年から２０２５年まで６年連続で野外繁殖が成功し、これまで渡良瀬遊水地から計１４羽のヒナが巣立って関東の大空を羽ばたいています。





オーガニックビレッジ宣言

現地検討会の様子 協議会で機械を導入して生産者に貸出

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・このような渡良瀬遊水地での小山市のコウノトリ野生復帰の取組が続く中、私が２０２０年７月に市長に就任し、2021年には政府が2050年までに農地の25％を有機農業にすることを目標に掲げたみどりの食料システム戦略を策定しました。

・ふゆみずたんぼの有機稲作に2012年から取り組んできた小山市としては、さらに本格的な有機農業を推進するため2021年12月に生産者、流通事業者、消費者等による「小山市有機農業推進協議会」を設立し、学校給食の有機化＝オーガニック給食を大きな柱に、有機農産物（有機米）の生産拡大や「オーガニックアンテナショップ」の設置、「オーガニック講座」の開催等に取り組み、生産から流通、消費に至るあらゆる層への働きかけを行い、2023年３月には、栃木県初となる「オーガニックビレッジ宣言」を行いました。

・「オーガニック講座」は、年間４～５回程度開催し、毎回１００名以上の参加があり、特に消費者からの関心の高まりが見られますし、全国でも珍しい「オーガニックアンテナショップ」は、生産者の販路拡大だけでなく、消費者への普及啓発という役目も担っています。　





学校給食への有機農産物の導入

協議会で買い取った有機米

学校給食に提供

全校自校炊飯

１日当たり食数 約14,000食 全34校分

１日当たり玄米必要数量 1.5t（25俵）

年間米飯給食回数 157日 R7実績日数

年間米飯給食玄米必要数量 235t（3,925俵） 1.5t*157日

米飯給食全量有機化必要面積 約60ha 反収6.5俵の場合

■小山市における米飯給食全量有機化必要面積試算

年度 導入回数 導入割合

2022 ６回 3.8％

2023 17回 10.8％

2024 33回 21％

2025 50回 31％

■給食で使用する有機米導入回数

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・オーガニック給食は、生産された有機農産物の販路が自治体の公共調達により確保され、また子供たちが学校の給食で日常的に有機農産物を食べることにより保護者も関心を持ち有機農産物への需要が増えますから、有機農業を推進していく上で極めて大きな効果をもたらします。

・小山市では、生産された有機米を原則市が全量買い上げ、学校給食に使用しています。市内全部の小、中、義務教育学校は計3４校あり、一部の小規模特認校では、2023年度から全量有機米を提供していますが、その他の学校では2025年度には15７回ある米飯給食のうち50回を有機米で提供する予定です。

・学校給食の米飯を全量有機米にするためには、１回約14,000食ですので、1日1.５ｔ、年間約235tが必要になり反収6.5俵として約60ha耕作しなければなりません。今後は完全オーガニック給食を目標に、野菜等も含めて生産拡大に取り組みます。








有機稲作面積の推移・目標
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・2023年3月にオーガニックビレッジ宣言を行った際の有機農業実施計画では、2027年の有機稲作面積の目標を3０haにしていましたが、既に2025年度には30ｈａを達成することができましたので、現時点では2029年に6０ｈａ達成を目標にしています。 60haの有機米全量を学校給食に提供できれば、米飯給食のすべてを有機米にすることが可能になり、完全オーガニック給食に一歩近づくことになります。

・小山市では、私たちの将来の社会を担うこどもたちに安全安心な食を提供するため、オーガニック給食を大きな柱にして、今後も有機農業を強力に推進します。




第３回全国オーガニック給食フォーラム

全国オーガニック
給食フォーラム
i n  栃木県小山市

開 催 決 定 !

第 ３ 回

2 0 2 6  7 / 2 5・2 6

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・2023年に全国各地の自治体、ＪＡ、農業団体による「全国オーガニック給食協議会」が立ち上がりましたが、小山市長の私が2025年5月から代表理事を務めており、2026年7月25、26日には第3回となる「全国オーガニック給食フォーラム」を小山市で開催します。

・全国のオーガニックビレッジ自治体はじめ有機農業に取り組む全国の関係者の皆様には、是非来年の第3回フォーラムにお越し頂きますよう、よろしくお願い致します。

・小山市は、全国の皆様とともに、オーガニック給食と有機農業の推進のため全力を挙げて取り組んでまいります。
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